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 明治 45 年（1912 年）４月の新学期から使用の高等小学読本（高等小学校の国定教科書）第３巻に初めて「統計」とい

う一課が入ったことについては、統計図書館コラム【号外】統計史料でみる明治・大正期【その 2】で紹介したところで

す。これに関連して高等小学読本の関係頁の画像を紹介します。 

○高等小学読本 巻三（明治 44 年 1911 年 12 月翻刻発行、文部省）（抜粋） 

           ←（第三十課 統計）①                 （中表紙） 

              
←（第三十課 統計）③               ←（第三十課 統計）② 

  
←（第三十課 統計）④  

  

【画像】国立教育政策研究所教育図書館 近代教科書デジタルアーカイブ＞高等小学読本 巻三  https://nierlib.nier.go.jp/lib/database/KINDAI/EG00017414/  
 (当該サイトにおける発行年は「1910-」となっていることに留意が必要。) 
PDF ファイル（7.66 MB）https://nierlib.nier.go.jp/lib/database/KINDAI/EG00017414/900228967.pdf  （第三十課 統計：67-70 コマ、奥付：75 コマ） 

【一口メモ】 

まず、明治 41 年（1908 年）末の「帝

国人口年齢図」が登場します。

現代風に言えば、人口ピラミッ

ドのグラフ（男女ごとの年齢５

歳階級別人口）です。そして、

折れ線グラフ、棒グラフ、円グ

ラフが続きます。統計グラフで

社会各般の状態が一目瞭然に

なることなど統計の有用性を

説明しています。 

･･･同種類の社会現象を多数総合し、其の数量に依りて比較観察す

るを統計という。統計は通例数字を以て表示すれども、又数量の多

少及び増減を一目瞭然たらしめんが為、長短の線、大小の面積を以

て図表に描き、或は図上に彩色の濃淡を分けて之を示すことあり。 

統計に依りて観察するときは社会各般の情態を明瞭にし、随したがっ

て其の原因結果の関係をも審つまびらかにするを得･･･ 

【一口メモ】 

統計学雑誌第 309 号（明治 45 年 1912 年１月）所収

の横山雅男「高等小学読本と統計」において、「本年

４月から使用せらるべき高等小学読本第三巻中に統

計の一課を加へられたるは実に近来の一大快事」と

した上で、同読本のうち「統計」に係る全文を転載し

ています。横山雅男の喜びが伝わってきます。 


